
秋田県の平地農村・農山村・山村における

脳卒中・虚血性心疾息死亡率の推移と食生

活・農業の変遷
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I はじめに 推移との関連を追求する。これにより，循環器疾患死亡

率の推移が食生活の変化とどのように関連しているかを

脳卒中死亡率は同一地方の小地区間でも差を示すこと 検討するとともに，農村における栄養摂取のチェックボ

がしられている。この小地区間における脳卒中死亡率の イントを報告する。

差は，地区の生活環境とくに食生活ならびに農業経営状

況とそれぞれ関連しあっていると考えられる。そこで｀ 9 :n: 観 察 方 法

秋田県下各地における循環器疾患死亡率の過去より現在

にわたる動きと，各地の食生活の変遷，農家経営状況の A 調査池区

表 l 調査対象地区の 30オ以上の人口
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7,904 

昭和 40年

12,979 

14,623 
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7,602 

14,145 

3,913 

4,332 

8,245 

昭和 45年

13,525 

15,381 

28,906 

6,543 

7,762 

14,305 

3,912 

4,434 

8,346 

観察の対象とした秋田県内の町村は表 1に示した通り

である。すなわち，農業経営上立地条件が異なる平地農

村，農山村，山村をそれぞれ調査対象に選定した。

B 脳卒中・虚血性心疾思死亡率

B30, B28の死亡率は，昭和28年から昭和48年までの

該当町村の死亡票を著者がすべて再点検して算出した。

この場合，各年次を昭和28~29年， 30~34年， 35~39年

40~44年， 45~48年と区分した。そして，昭和30年， 35

年， 40年， 45年の国勢調査人口を用い，それぞれの年次

区分における性，年令別の 1年当りの死亡率（人口 10万

対）を求めた。

＊秋田県衛生科学研究所

C 栄養調査成讀

栄養摂取葺，食品群別摂取量は，上記3地区内で，昭和

25年より昭和48年までの間に，主として国民栄養調査方

式に従って行なわれた調査成績を使用して算出した。各

5年間内に同一地区内で行なわれた数回の調査成績の平

均値をもって，その地区のその 5年間の代表値とした。

D 農家経常状況

農家経営状況は，昭和30年， 35年， 4俎f,45年に行な

われた農林業センサスの成績の中から，農家 l戸当りの

農家世帯人員，出稼者，米の収穫嚢および専業農家率の

推移をとりあげで観察した。
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A 脳卒中死亡率

平地農村，農山村，山村における脳卒中死亡率の推移

は図 I, 2に示した通りである。
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図 1 脳卒中死亡率の推移

男子についてみると， 30~74オまでの各年令層の脳卒

中死亡率は各年次区分を通じ，平地農村が農山村，山村

より低率を示した。そして， 30~44オ代では，農山村，

山村の脳卒中死亡率はわずかな増加傾向または不変に推

移しているのにたいし，平地農村では昭和30~34年を境

にして減少を示している。 45~59オ代， 60~74オ代で

は，乎地農村の死亡率は昭和28~29年の観察当初より 3

地区のうちもっとも低率であり，年次推移にともないさ

らに減少を続けている。農山村，山村では昭和35~39年

以後減少傾向を示しているが，昭和45~48年の時点でも

なお平地農村より高率である。 60~74オ代では， 45~59

オ代に比べ 3地区とも年次推移にともなう死亡率の減少

の度合いが少ない。 75オ以上で1ま， 3地区とも昭和28~

29年に比べ昭和45~48年の死亡率は高率を示している。

そしてこの年令層では 3地区問で死亡率の差がみられな

し‘o

女子では， 30~74オ代までの脳卒中死亡率はやはり平

地農村が農山村，山村に比べ低率である。 30~44オ代で

昭和 28~29 30~34 35~39 40~44 45~48年

固2 脳卒中死亡率の推移

は，高率であった農山村，山村の死亡率も減少の経過を

たどり，昭和45~48年になって 3地区間で差を示さなく

なった。 45~59オ代では 3地区とも死亡率の減少がみら

れるが，山村の死亡率は各年次区分を通じ 3地区のうち

常に最高である。 60~74オ代では，死亡率は昭和35~39

年代を境1'こ3地区とも減少を続けているが，なかでも，

平地農村の死亡率がもっとも低率である。 75オ以上の死

亡率は 3地区とも増加しており， 3地区間で明らかな差

を示さない。

B 虚血性心疾患死亡率

図3, 4より 3地区の虚血性心疾患死亡率は脳卒中死

亡率に比べ明らかに低率である。

男子では，各年令層の死亡率はほぼ不変で推移してい

る。 3地区問の比較では， 45~74オの年令層で山村の死

亡率が他の 2地区より低い傾向を示している。その他の

年令層では 3地区間に明らかな差がみられない。

女子では， 3地区の死亡率は各年令層とも地区間での

差は明らかでない。そして，年次の推移にともなう変化

も一定の傾向を示さない。

以上，平地農村，農山村，山村における脳卒中死亡率

ぱ74オ以下では平地農村が以前よりもっとも低率であ

り，さらに減少を続ける傾向を示している。これにたい

し，農山村，山村の死亡率は高率であり，近年減少傾向

をぶしているが，なお，平地農村より高率である。そし
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図4 虚血性心疾患死亡率の推移

てとくに，男子の30~44オ代の農山村，山村における死

亡率の動向，および， 45~59オ代の山村の死亡率の動向

ぱ笞戒しなければならない。

虚血性心疾患死亡率は 3地区とも脳卒中死亡率に比べ

明らかに低率のまま推移している。そして， 3地区間で

明らかな差がみられない。

C 栄養調査成績

3地区の栄雅摂取最の推移を図 5に示した。図より，

ロ［ 三：ー／＼当り
ヽ

2200 ←―__-'-'=＝一-キ---=←―-==S

蛋白質

::[ --―̀ 
］ 三二三：ーそー：

t 

動蛋

三戸三三

ぷ
30 

!i !二／ニ
10|-三二

昭和 25~29 30~34 35~39 40~44 45~48年

図5 栄養摂取量の推移

熱量は平地農村が農山村，山村より高い傾向を示してい

る。糖質の摂取贔は 3地区間で差がみられず， 3地区と

も減少傾向を示している。動物性蛋白，脂肪および動物

性脂肪の摂取量は乎地農村がもっとも多く，さらに，摂

取最の増加がつづいている。これにたいし，摂取批は農

山村，山村の順に少ない。年次推移にともないこの両地

区も摂取盤の増加がみられるが，なお，農山村，山村の

摂取量は平地農村に及ばない。

食品群別摂取量の推移は図 6, 7に示した。図より，

米の摂取景は 3地区とも減少しつつある。山村の米摂取

rがま昭和25~29年当時より現在まで 3地区のうち常にも

っとも多いまま経過している。そして，みその摂取量は

111村ではほとんど変化しないまま推移している。一方，

平地農村ではみその摂取量の減少傾向が 3地区のうちも

っとも顕著である。魚介類の摂取量は平地農村では昭和

25~29年当時より高い摂取羅のまま推移している。農山

村，山村では昭和25~34年当時は摂取贔が平地農村より

低かったが，その後，摂取贔は急速に増加してきた。肉

の摂取量は 3地区とも増加を示しているが，平地農村に

おける摂取景の増加がとくに顕著である。卵の摂取贔は

3地区とも増加がみられ，近年では， 3地区の摂取最に
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た東北農村の食生活の原形が， 3地区のうちもっとも変

化しつつあることがうかがわれる。そして，肉，乳類の

摂取誠が増加する食生活えの転換が進行しはじめたと推

測される。これにたいし，山村ではいまもなお農村の食

生活の原形が保持されており，その改善がもっとも遅

い。そして，農山村では両地区の中間の動きを示してい

ると観察される。

D 農業の変遷

米作単作地帯における農家経済の基盤は米の収穫贔に

よって規定される。
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図7 食品群別摂取量の推移

差がみられない。乳，乳製品の摂取量は平地農村でもっ

とも増加がみられる。ついて，批山村が増加を示してい

る。山村では摂取贔：の増加1まごく少なく，近年でも摂取

量は 3地区のなかでもっとも少ない。

以上の成績より，平地農村では，米，みそを中心とし
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図8 農業の変遷

図8より，米の収穫量が少なく，農家世帯人員の多い

山村では，当然，農外所得えの依存度が高まると考えら

れる。そしてこれば，農家の兼業化率を高め，労働市場

が近くにない山村地区では出稼者の増加という形態であ

らわれる。このような状態は経済変動をまともに受けや

すいと考える。

一方，平地農村では，米の収穫量が多く，農家世帯人

員も比較的に少ないことより，経済碁盤は山村よりはる

かに安定していると考える。近年，出稼者が増加してい
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るが，その内容は山村と異なり短期間の者が多い。農山

村の農業は両地区のほぽ中間の状態で推移している。

W 考 察

3地区の脳卒中死亡率の推移，食生活，農業の変遷を

あわせて考察する。

農家の経済基盤がもっとも安定している平地農村で

は，以前より食生活のレペルが高く，肉，乳類の摂取量

が増加する食生活えの転換が逐次進行している。これを

背景として，脳卒中死亡率は以前より 3地区のうちで一

番低率であり，さらに， 74オ以下の各年令層で死亡率の

減少が男，女とも観察される。

農家の経済基盤が平地農村より劣る農山村では，食生

活の改善は平地農村に及ばない。このような地区の脳卒

中死亡率は，平地農村より高率である。農業労働，農外

労働をもっとも受け持つ男子の30~44オ代では，脳卒中

死亡が減少を示さない。

零細な山村では，食生活はいまもなお農村の食生活の

原形が保持されており，その改善が遅い。そして，脳卒

中死亡率は高率である。とくに，男子の死亡率が30~44

オ代で減少を示さず， 45~59オ代でも減少傾向が 3地区

のうちでもっとも少なく，なお，高率を示している。
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